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ＰＴＲ工法による等厚地中連続壁の施工について 
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１．始めに 
 
 埼玉県鶴ヶ島市南西部第一期土地区画整理事業に

おける調整池は周辺の地形が平坦であることから揚

水ポンプを使用した放流方法を採用した．しかし周

辺の地下水位が高く調整池の機能を満足させるため

には，調整池外周に止水壁を不透水層まで築造する

必要が生じた． 
 本文は，止水壁の築造に採用した等厚地中壁の造

成が出来る新工法「パワートレンチャー（ＰＴＲ）

工法」の施工実績について報告するものである． 
 
 
２．工事概要 
 
工 事 名：鶴ヶ島市南西部第一期土地区画整理事業 

     造成工事の内，調整池止水壁築造工事 

発 注 者：鶴ヶ島市南西部第一期土地区画整理組合 

工事場所：埼玉県鶴ヶ島市大字三ツ木, 

              太田ヶ谷地内 

工事期間：2000 年 1 月 11 日～2000 年 3 月 31 日 

工事内容：施工延長     430m 

     止水壁面積 6,700m2 

     止水壁厚      550mm 

     掘削土量   3,840m3 

     掘削深度 15.1m～17.9m 

      

 

３．地質概要 

 

 工事場所の地質は深度３ｍ～５ｍ付近までがロー

ム・シルト質粘性土，深度１２ｍ～１６．５ｍまで

がシルト混じり砂礫で，深度１２ｍ～１７ｍ以深が

粘性土で形成されており，止水壁は下部粘性土に１ 

ｍ以上根入れする． 

 上部の粘性土は一部モンケンが自沈し，Ｎ値は０

～４と低い．砂礫層はＮ値 20～50 で一部礫の大きさ

は 60～80mm のものも混入している． 

 

 

４．ＰＴＲ工法概要 
 
（１）工法概要 
 パワートレンチャー（ＰＴＲ）工法とはトルクバ

ランスされた４軸のカッタブロックを使用して縦削

孔・横掘削を行いつつ，カッタブロック先端よりセ

メント系スラリーを吐出させ土と現位置で混合・攪

拌して，等厚の連続地中壁を造成する工法である． 
 ＰＴＲ工法に使用する設備は削孔機（ＰＴＲ機）

と調合プラントから成り，調合プラントはＳＭＷ等

で一般的に用いられている設備を使用する．ＰＴＲ

機は大きくベースマシン，カッタ原動機，カッタブ

ロック及びスライドベースから構成されている． 

カッタブロックは４本のカッタを組合せたもので，

カッタ原動機により各々反対方向に回転する．スラ

イドベースにはフィードシリンダーとストロークシ

リンダーが組み込まれ，カッタ原動機の固定及び縦

横移動に使用される． 

 ＰＴＲ工法の特徴として， 

①連続した等厚壁を造成するため，止水性が高い． 

②横掘削時，進行方向とは反対のオーバーラップし 

 た２軸のカッタで攪拌するため，攪拌性能が高い． 

③縦削孔は原則として１回のみであるため，施工効 

 率が高い． 

等が挙げられる．
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図－１ 施工概要図 

 
（２）施工方法 
 施工方法を以下に記す．（図－１参照） 

  ①準備工 1) ガイド溝掘削，ガイド定規設置 

      2) ＰＴＲ機据付 

 ②縦削孔 1) 懸濁液，エアー吐出 

      2) 1 段目削孔 

      3) 中間カッタブロック接続 

      4) 2 段目削孔 

 ③横掘削 1) カッタ原動機横移動 

        カッタ原動機を１ｍ程度上下させ 

        ながらスライドベース内を移動す 

        る． 

      2) カッタブロック戻し，ベースマシ 

        ーン横移動 

       3)  1)，2)の繰り返し 

 ④作業終了 1) 貧配合懸濁液送り込み 

       2) カッタブロック中段迄引上げ 
 
 
５．施工実績 
 
 当作業所でのＰＴＲ工法の実績は次の通りである． 
 
（１）所要日数 
 準備工  7 日 資機材搬入組立 

 実施工  57 日 コーナー部の段取替えを含む 

 撤去工  5 日 機材解体搬出 

  計   69 日 

表－１ 室内試験結果（平均値） 

一軸圧縮強度(kN/m2) 透水係数(cm/sec) 
深 度

目標値 実績値 目標値 実測値 

  3ｍ 1,063 1.05×10-6

 10ｍ 1,309 8.71×10-7

 15ｍ

490 

1,389 

1×10-6 

6.95×10-7

 

（２）単位作業量 

 縦削孔  2～2.5 時間 

      中間カッタブロック接続を含む 

 横掘削  3.1cm/min（先端カッタ両テーパ使用） 

      4.1cm/min（先端カッタ片テーパ使用） 

 

（３）品質 

 止水壁の機能から，品質目標を定めて配合を決定

し，施工時に８箇所（深度方向３点/個所）でのサン

プリングを行い，その品質を確認した． 

表－１にその結果を示す． 

 

 

６．終わりに 

 

 当作業所での施工がＰＴＲ工法の初めてのフィー

ルド施工であった．それゆえ，改良を検討すべき点

が数点あったが，調整池の築造が完了した現在でも

止水壁の機能は十分に果たされている． 

本文がＰＴＲ工法の今後の発展に活用される事を望

む． 




